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国
同
国

4

月
か
5

ご
み
を
よ
り
細
か
く
分
け
て
出
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、

ま
だ
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
た
め
の
分
別
が
で
き
て
い
な
い
ご
み
が
見
受
け
ら
れ

る
よ
う
で
す
。

次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
、

どんどんモノを消費して、大量のごみを出す。 そんな使い捨て

の時代はもう終わり 。 これかうは不要になったものも、ごみにし

ないで再利用する時代です。

リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

。

ふ
た
を
は
ず
し
た
ペ

ッ

ト
ボ
ト
ル
一

二
を

入
れ
て
下
さ
い
。

'
卜
'
レ

り
ノ
，

J

ペ
ク

・

ふ
た
を
必
ず
は
ず

し

、
ペ
ッ

ト
…
イ
・

m
wサ

ボ
ト
ル
の
中
身
は
出
し
て
、
水
で
…
一
一

w
t

…

マ
引
で

よ
く
洗

っ

て
下
さ
い
。

…
H
U
V

の
ば
象
一

1
1

・

J

1

・

一
ヵ
月
に

一
回

(第
一
週
)
、
…
4市

こ
朴
的
…

ー

・

各
集
積
場
に
あ
る
専
用
ネ
ッ

ト
に
一

h
k

-キャップを
はずす

、
久
〉、~ーーー/

--ー----

① 

& ' 民
グ -中をよく

洗う

べットmトILの
キャッブは

どうするの?
ペ ッ ト ボトルのキャ ッ プ

は、もやさないごみになり

ますので、透明または半透

明の袋に入れて出してくだ

さい。

lhkk駅眠一茶純色卸び.無色びん
.その他の
色のびん 0 . 64 t 

.1 升びん 2 ， 082本
・ビールびん 2 ，242本

(ビールケース 41箱)

2.80 t 

3.88 t 9.18 t 
31.24 t 

20.61 t 

0.10 t 

0.64 t 
3.73 t 

害
.段ボール
.新聞
.雑誌
.牛乳パ ッ ク

・紙袋
.布類
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ごみiiふるさと爽涜館
fさくらの湯jの
営業時間延長の
お知らせ

注意1
.ベットボトル ・ トレイの収集日に出て
いるコンテナはネットをf呆管するため
のものです。
コ ン テナの中にカ、、ラス・ 空き缶を入れ

ないで下さい。

・発泡スチロールや色っき・柄っきのト
レイはそれだけをまとめて透明または
半透明の袋に入れ、もやさないごみと

して出してください。

洗
っ

て
乾
か
し
、
白
色
ト
レ
イ

の
み
集
積
場
に
あ
る
専
用
ネ
ッ
ト

に
入
れ
て
下
さ
い

。

6 月 1 日より、 ふる さと 交流館

「さくらの湯」の営業時間が、次の

とおり延長となります。

-営業時間
開 館・ ・・・午前 6 時

閉館......午後11時

(ただし、札止めは午後10時30分)

※食堂部は、午前10時開始で、最終

オーダーは午後 9 時30分です。

-休館日
休館日は、従来どおり 毎月 の

第 1 ・ 3 71< 1曜日 です。
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叶
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仰
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旧
長
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わ
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引
仰

膨

澗
畑
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目
干

H
V

町
脚酌
初
勝

川

鵬
施

干

愛

ガラス、
コ ップ、花びん、茶碗、
電球などはコンテナには、入れ
ないでください。
従来どおりス ーパーの袋などで
出して くださし、。
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町

切回哩~)'

ス

切圃園~!
中

制 Ell
度闘
が掩
主首貰董

λ等
さ直
れ接
ま支
す払

問
地
域
等
の
農
業

・

農
村
が
も
っ

水
源
緬
養
、
洪
水
の
防

止
、
土
壌

の
侵
食
や
崩
壊
の
防
止
な

ど

の
多

面
的
機
能
に
よ

っ
て
、
下
流
域
の

都
市
住
民
を
合
む
多
く
の
国
民
の

生
命
と
財

産
、

豊
か
な
暮
ら
し

が
守
ら
れ
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
中

山
間
地
域
等
で

は
、
高
齢
化
が

進
む
な
か
で
自

然
的
・

経
済
的

・

社
会
的
条
件

の
不
利
性
か
ら
、

担
い
手
の
減
少
、

耕
作
放
棄
の
増

加
な
ど
に
よ

っ

て
、
多
面
的
機

能
が
低
下
し
、

国
民
全
体
に
と

っ
て
大
き
な

経

目

直
接
支
払
制
度

E

の
目
的

中
山
間
地
域

等
は
流
域
の
上
流

部
に
位
置
す
る
こ
と
か

ら
、
中

山

済
的
損
失
が
生

じ
る
こ
と

が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す

。

こ

の
た
め
、
耕
作
放
棄
地
の
増

加
な
ど
に
よ

っ
て
多
面
的
機
能
の

低
下
が
特
に
懸
念
さ
れ
る
中

山
間

地
域
等
に
お
い
て
、
農

業
生
産
の

維
持
を
図
り
な
が
ら
、
多
面
的
機

能
を
確
保
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、

平
成
ロ
年
度

よ
り

5

年
間
の
対
策

と
し
て

実
施
さ
れ
ま
す
。

3

直
接
支
払
制
度

E

の
仕
組
み

川
対
象
地
域
及
び
対
象
農
地

農
業
生
産
条

件
が
不
利
で
、
耕

作
放
棄
地
の
発
生
の
懸
念
の
大
き

い
農
振
農
用
地
区
域
内

の
1
M
以

上
の
ま
と
ま
り
の
あ
る

一
団
の
農

地
。

①
急
傾
斜
農
地
(
田
1

/
加
以
上
、

畑
等
印
度
以
上
)

②
小
区
画
か
つ
不
整
形
で
技
術
的

に
整
備
不
可
能
な
水
田

③
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
く

緩
傾
斜
農
地

④
高
齢
化
率

・
耕
作
放
棄
率
の
高

い
農
地

凶
対
象
行
為

対
象
行
為
は
集
落
協
定
文
は
個

別
協
定
に
基
づ
き
、
5

年
以
よ
継

続
さ
れ
る
農
業
生
産
活
動
等
。

①
対
象
と
な
る
農
業
生
産
活
動
等

農
業
生
産
活
動
に

加
え
、
多

面
的
機
能
の
増
進
に
つ
な
が
る

行
為
と
し
て

集
落
が
そ
の
実
態

に
合
っ
た
活
動
を
選
択
し
て
協

定
に
基
づ
き
実
施
す
る
。

②
集
落
協
定
に
規
定
す
べ
き
事
項

・

対
象
農
地
の
範
囲

・

構
成
員
の
役
割
分
担

・

直
接
支
払
の
使
用
方
法

-

対
象
行
為

と
し
て
取
組
む
事

項
・

生
産
性
や
収
益
の
向
上
に
よ

る
所
得
の
増
加
、
担
い
手
の

定
着
等
に
関
す
る
目
標

・

米
・

麦
・

大
豆
等
に
関
す
る

生
産
の
目
標

間
対
象
者

集
落
協
定
等
に
基
づ

き
、

農
業

生
産
活
動
、
農
地
管
理
等
を
行
っ

て
い
る

者

川州
安
付
単
価

広報かわうち

地目 区 分 単 価

国
急傾斜地(1 /20以よ) 21 ， 000円
緩傾斜地(1 /100~1 /20未満 ) 8 ， 000円

畑
緩傾斜地(15度以上) 11 ， 500円
緩傾斜地( 8 度~1 5度未満) 3 ， 500円

急傾斜地( 1 5 度以上)
草地 緩傾斜地 ( 8 度~15度未満) 3 ， 000円

草地率 (70%以上) 1 ， 500円

採草 急傾斜地(15度以上) 1 ， 000円
放牧地 緩傾斜地( 8 度~1 5度未満) 300円

※1 戸当たり受給額の上限は100万円です。

額年nd 
た当a
 

n
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間
期
間

平
成
ロ
年
度
か
ら
平
成

四
年
度

附
奈
付
金
の
返
還
・
中
止

耕
作
放
棄
の
発
生

等
の
協
定
違

反
や
協
定
の
目
標
が
達
成
で
き
な

か
っ
た
場
合
は
、
不
可
抗
力
の
場

合
を
除
い
て
、
交
付
金
の
返
還
や

交
付
の
中
止
に
な
り
ま
す
。

ぬ

※
現
状
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

現
在
産
業
課
に
お
い
て
、
対
象
農

地
の
調
査
(面
積

・

傾
斜
度
の
測
定
)

等
の
作
業
を
進
め

て
お
り
ま
す

。

対
象
農
地
を
持
つ
集
落
等
に
つ

い
て
は
、
集
落
説
明
会
等
を
開
始

し
、

8

月
末
の
集
落
協
定
締
結
に

向
け
て
作
業
を
進
め
る
予
定
で
す

。
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• 

人
生
初
年
時
代
と
い
わ
れ
ま
す

が
、
豊
か
な
老
後
の
所
得
保
障
と

し
て
国
民
年
金
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

し

か
し

、
こ
の
国
民
年
金
も
保

険
料
を
き
ち
ん
と
納
め
て
い
な
け

れ
ば
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

長
い
人
生
の
聞
に
は
、
病
気
や

ケ
ガ

、

失
業
な
ど
の
理
由
で
保
険

料
を
納
め
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
国
民
年
金
に

は
保
険
料
を
免
除
す
る

制
度
が
あ

り
ま
す
。
保
険
料
の
納

付
が
免
除

さ
れ
る
期
間
は
、
免
除
の
申
請
を

し

た
月
の
前
月
か
ら
そ
の
年
度
の

最
後
の
月
ま
で
の
聞
で
社
会
保
険

事
務
所
が
必
要
と
認
め
る
月
ま
で

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • •••••••••••••••••••••••••• 
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に
な

っ
て
い
ま
す

。

日
• 

保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
で
き

日
• 

な

い
か
ら
と
い
っ
て
、
未
納
の
ま

υ
• 

ま
放
置
し

て
お
く
と
、
い
ざ
と
い

い
• 

う

と

き
に
年
金
を
受
け
ら
れ
な

い

い
• 

場
合
も
あ
り
ま
す
。
困

っ
た
と
き

口
• 

は
、
未
納
の
ま
ま
に
し
な
い
で
、

日

役
場
年
金
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

…
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E~......団長主咽頃若草~匝4瞳込包軍司現~・

入院にかかる自己負担について
老人保健で医療を受けている方は、お医者さん

にかかると、 外来の一部負担があるほか、入院

された場合は、次の一部負担があります。

-入院治療の一部負担金
窓口で支払う一部負担金

[F=ーー~~~~~司

t ・ u
t ま宗役問 』
t で 2 場い U
1 5 福合 』
1 6 祉わ 』1 .111・せ 』
i 2 課先 』
� 2 年 U
~ 2 金 U
1 3 係 l
(6~~~~ーーー=dJ

1 ，200円
(住問課間的踊〕
祉年金をうけている人は 1 日|
500円を負担します。 ノ

※住民税非課税世帯等の人は同じ医
療機関で1 ヵ月に支払う額が最高
35 ， 400円となります。「入院時一部
負担金限度額適用認定証」が必要
と なります。

入

続

(
一
日v

第 2 回目 の子育て広場は、次のと

おりです。

お子さん と一緒に楽 し く 手遊び し

たり 、身体を動かして遊んだり 、子

育てのお話を聞いたりしませんか。

みなさんお気軽にご参加 く ださ い。

主
守

門
M
H
H

6

月

四
日
出

F

前
9

時
却
分
1

日
時

(
受付
9

時
1

9

時
却
分
)

・
場
所

川
内
保
育
園

・
内
容

-

育
児
講
座

「

子
育
て
に
つ
い
て

」

の
ら
ね
こ

学
館
館
長

塩
見
志
満
子
先
生

・

親
子
で
身
体
を
使
っ
て
遊
ぼ
う

・
問
い
合
わ
せ
先

川
内
保
育
園

(宮
9
6
6

・

2
2
8
8
)
ま
で

-入院時食事療養費の自己負担

一般加入者 1 日 760円
世住

90日までの入院 1 日 650円帯等税民
ヨド 90日を超える入院

1 日 500円課 (過去12 ヵ月の入院日数)手'5t

住民税非課税世帯等で老齢
1 日 300円福祉年金をうけている人

• 日

※住民税当1::諜税世帯等の人は「標準負担額減額
認定証」が必要となります。

ぬ
広報かわうち



み
ん
窓
で
防
ご
号

φ
@
凸V

6 月は、栴雨前線や台風などの影響で、大雨による災害が起きやすい季節です。

愛媛県並びに川内町では、この 6 月の月間中、河川 ・ 道路などの土木施設や工事現

場のパ トローノレを強化し、危険筒所の発見や応急工事の実施など、災害の未然防止に

努めています。

皆さんも、テレビ ・ ラジオなどの災害情報に注意し、危険が迫ったときはすぐに避

難するなど、災害に対する警戒を十分に心がけてください。

また、災害に備えて懐中電灯や携帯ラジオなども常に準備しておきましょう。なお、

危険な箇所を見かけたときは、すぐに川内町役場や松山地方局などにお知らせくださ

い。災害の防止に皆さんのご協力をお願いします。

-地すべりとは ..
山腹などの比較的なだらかな斜面で発
生し、弱い地質(地層・断層)と降雨
(地下水)、地震などの影響によって、
すべりやすい地層を境に地面がそっく
りすべり出すのが地すべりです。

， こんな時は注意レましょう ----圃・圃圃圃圃・園田園 園田園 園田 園 圃 圃圃圃・園田園圃園園田・園田園園田、
: ・山全体が捻るような音がする。 (山鳴り) ・地面にひび割れができた。 ・がけから小石がバラバラと落ちてく :
E ・川の流れが急に濁ったり、流木がまじ ・地面の一部が落ち込んだり盛り上が る 。 I
E り始める。 った0 ・がけに割れ目ができた。 I

! ・雨が降りつづいているのに、川の水か ・池や沼の水かさが急に変わった。 ・ がけからの湧き水が濁ってきた。 ! 
i さが減り始める0 ・井戸の水が濁った。 I

-がけ崩れとは . • 
地中にしみ込んだ水分が土の抵抗力を
弱め、雨や地震などの影響によって急
激に斜面がくずれ落ちることを言いま
す。

-土石流とは . • 
山腹 ・川底の石や土砂が長雨や集中豪
雨などによって一気に下流へと押し流
されるものを土石流と言います。

6 

-

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
等
の
気
象

情
報
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

0

・

危
険
信
号
、
災
害
情
報
な
ど

を
す
ぐ
通
報
し
ま
し
ょ
う

0

・

指
定
さ
れ
た
避
難
場
所
に
速

や
か
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

漉
酪
搬
@
献
廊
健
勝

-

も
う

一
度
、
火
の
元
を
確
か

め
て
く
だ
さ
い

0

・

ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
ず
き
ん
で
頭

を
保
護
し
て
く
だ
さ
い
。

-

持
ち
出
し
品
は
最
小
限
に
し

ま
し
ょ
う
。

す
ぽ
ゃ
い
避
難
が

で
き
ま
す
か
?

-

家
庭
や
職
場
に
非
常
持
ち
出

し
品
を
常
備
し
ま
し
ょ
う

0

・

自
分
た
ち
の
避
難
場
所
は
ど

こ
か

、

ど
の
よ

う
な
道
順
で

ゆ
け
ば
よ
い
か
を

、

ご
家
庭

・
職
場
等
で
常
に
確
認
し
て

お
き
ま
し
ょ
う

。

広報かわうち
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4 月 19 日 温泉施設運営 ・ 整備等特別 特別委員
委員会

11 地域活性化対策特別委員会特別委員

25 日 重信町庁舎落成式 議 長

27 日 川内町土地開発公社理事会理 事

28 日 給食センター先進地視察
全議員

(内子町 ・ 三瓶町) 4 月 12 日 県同和対策協議会支部長県委員会

5 月 1 日 川内町老人クラブ連合会
議 長

14 日 保健衛生実践会役員会
*己〆ヘ、，;zノ~ 15 日 前松瀬川地区敬老会

2'""'3 日 木次町議会来町交流 全議員 16 日 婦人会総会

5 日第7回川内 IIIT 井内地区敬老会

親善ゴルフ大会表彰式
議 長 19 日 地域活性化対策特別委員会

9 日 沖縄県島尻郡具志頭村議会議 温泉運営整備等特別委員会

視察来町
長 21 日 平成12年度国土調査中南予ブロ ック

10 日 愛媛県町村・議会議員研修会全議員 協議会総会

11 日 市町村合併に関する勉強会全議 員
22 日 |並|里集会所落成式

自衛隊父兄会総会

23 日 則之内(三島神社)地区敬老会

24 日 区長会

納税組合長会

消防団役員会

25 日 重信町新庁舎落成式

27 日 土地開発公社理事会

4月定例祖泉郡町村会

28 日

29 日

5 月 1 日

5 月 7 日 北方西部敬老会 2 日

10 日 公民館長 ・主事 ・体育部長会 5 日

11 日 市町村合併に関する勉強会
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4 月 23 日 、 中央公民館前広場で、 川内町商工会

主催の商工まつりが開催されました。

好天に恵まれ、大勢の人出となった商工まつり

では、ビンゴゲームなどを親子で楽しむ姿や、 川

内町の特産品などを買い求める人たちでにぎわい

ました。

4 月 29 日、恒例のぼたん祭りが井内で行われました。

寒さで、 ぼたんの開花が遅れたため、

咲きでしたが、 ぼたんの

大輪を一 目みようと大勢

の人が訪れていました。

今年は、“やぐらもちつ

き"や琴の演奏などのア

トラクションもあり、訪

れた人は、山里ののどか

さを満喫していました。

5 月 5 日、滑川でためとも祭 りが開催されました。

ぬ

光明寺の上のためとも廟でもちま

きが、その横で弓の模範演技と一般

の方の弓の体験試射が行われた後、

会場となった滑川生活改善センタ一

周辺で、ふるさと交流ノ《ーベキュー

や特産品即売、釣り堀などが催され

ました。

昼には、広見町の太鼓集団「魁」

による和太鼓演奏があり、会場を埋

めつくした聴衆は、その迫力のある

演奏に酔いしれていました。

広報かわうち
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県内小・ 中 ・高校39校から322点の応募
があった愛鳥週間用ポスタ ー原画コン
ク ールで、川 | 内町から 7 人の児童が入
賞しました。入賞者は次のとおりです。

[銀賞 1 [金賞 1 [金賞]
西谷小 5 年 川上小 4年 四谷小 5 年

佐伯宣江さん 田中陽一聞くん 角谷 瞳さん

ん
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-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.・・・・・・・・・・・.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 消防団初級・申級
研 4泊h
zr 

5 月 10 日、東問消防署で、 川内町消防団員

の初級 ・ '*1級研修会が行われ、匠|員60~，が参

加しました。

参加した団員は、初級者と中級者にわかれ、

規律訓練や

器具の扱い

方、ロ ープ

の結び方な

どを製』心に

学んでいま

した。

広報かわうち

[銀賞]

川|上小 4年

片岡加苗さん

J'\ り
レ支
11' 
ポク

眉 I~

麗ゲl 
! 力t5 月 3'"'-'4 EI 、 高松市で開催されたゴーノレ

デンウィーク小学生バレーボールフェスティ

パル(参加25チーム)で、 川上スポーツ少年団ノ《レーボール部

が優勝しました。

-. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
捌肉園調嘗

5月 5 日、 川内 111] 体育

協会主催の親善ゴ、ルフ大

会が、松山ゴ、ルフ倶楽部

で行われました。

253人が参加して行われ

た、この大会の上位入賞

者は、次のとおりです。

優 勝 永井拓也

準優勝 本宮幸訓

第 3 位 浦中春喜

ぬ
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「みんなのひろば」に耳寄 りな情報をお寄せく

f さい。

(役場総務課広報係宮966-2222まで)

-日時
6 月 2"-'4 日

-場所
川内 11IT 中央公民館

-・・ 婦人会より ・・・
F、、国と

」 見産業道路の花壇が様変わりしています。

になってください。

あ
じ
さ
い
の
杜まつ

り

6 月 25 日(日)

10時"-' 15時

-場所
惣河内神社(河之内)

時-日

O花いっぱいフォーラム

日 日寺 6 月 18 日(日)

午前 9 時~除草作業(産業道路へ集合)

11時~中央公民館へ移動

正午~昼食(用意しています)

花についての交流をします。 どなたでも多

くのご参加をお願いします。 その後、 ボカ シ

づくりをします。
-内容

・ 杜の市(流しそうめん屋、

やきとり 居酒屋、 農産物直売など、

出店多数)
-もちまき(景品付ーき)
. 一畳庵展

・俳句会

・あじさいの社ミニコ ンサート
.おt111楽奉納

0 6 月ボ力シづくり

日時 6 月 18 日 (日)午後 2 時より

中央公民館大ホールで行います。 ゴミ減量

のボカ シです。生ゴミをボカシで土に還しま

しょう 。

※今回は、衆議院議員選挙が月末の日曜日 に

予定されていますので、 1 週間早い18 日 (日)に

させていただきます。
-問い合わせ先 B966-2484 (佐伯)

ヲ
ン

コ
句
之〉
ﾄ 

五
月
例
h. 

市議

朝
堀
り
の
俳
句
湯
措
き
虫
ね
却
す

春
官
や
夫
に
惜
悔
の
時
の
あ
り

野
も

占
も
風
も
み
ど
り
の
臼
な
り
け
り

藤
棚
や
犬
の
憩
ぴ
の
広
き
あ
り

野
に
あ
り
て
か
ら

み
つ
咲
け
り
藤
の
花

病
尿
に
紙
知
エ
増
ゆ

臼

永
か
な

地
下
足
袋
の
人
に
符
貰
ぴ
け
つ

記
料
品部や
奈
良
の
指
ゐ
し
と
ど
降
る

山
吹
を
愛
せ
し
君
よ
今
痴

o
ホ

夏
め
く

や
川
原
に
子
等
の
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー

勾
飯
故
郷
の
山
河
走

ふ
タ
鮪

川
内
吟
社
五
月
例
会
報

身
ニ

つ
に
な
り
て
起
居
や
更
衣

果
、
衣
へ
と
き
め
く
詩
も

な
か
り
け
り

更
衣
鏡
を
磨
会
、
紅
を
ひ
令
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
l

ト
衰
め
ら
れ
て
を
う
更
衣

手
術
痕
え
に
な
る
今
朝
の
更
衣

お
成
の
此
処
に
生
る
る
や
滝
が
し
ら

濡
れ
そ
ぼ
つ
崖
の
洞
や
岩
煙
草

庭
下
駄
を
履

い
て

も

み
た
し
吏
衣

身
ぎ
れ

い

に
せ
し
閑

職
の
、
扇
子
か
な

祖
か
ら
の
代
今
畑
や
相
の
花

畑
谷

広報かわうち

選

矢 松樋名田 高 佐亀 亀 上 勇
野木口越部 須 川 田岡田
志 賀 ミマ由

一 げ 吉 広和恭チ公サ利
栄子 幹 子 明恵代ル 夫 ミ 子

ぬ

山
山
川
川

、

U
γ4
a
曹
l
t

'
'
'

畑
谷

選

高
須
賀
清
江

池
川
水
穂

和
田

幸
子

楠
治

子

高
瀬
照

幸

小
倉

静
波

近
藤

千
春

菅
野
斗

清

熊
田

慶
一

池
川

蜘
谷
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物
、

やめでと斗
Ir ' ・ー、

，.i. 量、

C.:-P. 

川
上
尋
常
高
等
小
学
校

運
動
場
地
均
作
業

大
正
四
年
に

川
上
尋
常
高
等
小
学
校

(
現

在
の
川
上
小
学
校
)
で
、

運
動
場
拡
張
の
た

め
、
保
護
者
ら
が
畑
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
を

整

地
し
て
い

る
風
景
が
写
っ
て
い
ま
す
。

写
真
に
は
、
当

時
の
大
野
鬼
千

三
校
長
(
中

央
の
黒
ひ
げ
の
人
)
や
、
鍬
で
土
を
堀
り
、

モ
ツ

コ
を
担
い
で
土
を
運
ぶ
人
た
ち
の
姿
が

写
っ
て
い
ま
す

。

(写
真
提
供
渡
部
家
寄
贈
民
俗
資
料

よ
り
)

な
つ
か
し
の
写
真
を
募
集
し
ま
す

。

役
場
総
務
課
広
報
係
ま
で
ご

一
報
を
/

11んと

賢人くん
(6月18日生)

やんちゃなけんとくん。

1憂レ <、 元気に育ってね。
(/ '¥/ '¥ .ママより )

渡部
ζl' jcp) 

川
柳
も
づ
く
吟
社
五
月
例
会
報

謝
り
に
行
っ

て
代
表
ね
を
、
ら
わ
れ

花
道
で
や
っ
と
微
笑
む
勝
カ

士

孫
と
ゅ
う
可
愛
い
き
へ
つ
い
ゆ
る
むが
ハ

風
下
に
慣
れ
て
気
楽
な
手
で
い
る

笑

い
袋
お
か
め
の
が
ハ
が
笑
い
虫
す

先
頭
を
風
よ
け

ニ
香
ぴ
た
り
追
う

司
会
者
の
ギ
ャ
グ
に
思
わ
ず
皆
笑

い

ど
う
風
が
吹
く
か
選
挙
の
旬

も
決
ま
り

み
の
虫
の
空
き
家
を
ゆ
ら
す
春
の
風

泣
く
よ
り
も
笑
っ
て
暮
そ
後
わ
ず
か

妻
が
永
て
赴
任
地
の
窓
風
を
入
れ

初
孫
を
囲
み

ほ
ら
ほ

れ
百
面
相

に
ん
ま
り
と
笑
う
バ
チ
ン

コ
大
当
り

七
月
例
会
御
案
内

日
時

七
月

一
日
出

場
所

中
央
公
民
館

宿
題

薄
着

・

ポ
イ
捨
て

・

水

お
気
軽
に
御
参
加
く
だ
さ
い

。

りく

陸くん
( 6月 29日生)

強く、正しく、のひ、のひ、と育ってくだ

さい。

一橋
C亙豆D

喜
撰
亭

選

高
岡
紫
温

野
中
友
親

菅
野

美
雪

岡
本
武
士

平
岡
深
舟

篠
森
美
登
里

渡
部
佐
久
良

山
本
ひ
ろ
志

都
築
登
貴
子

松
岡

義
国

菅
野
華
泉

山
本
紫
芳

高
瀬
喜
撰
亭

午
後
七
時
三
十
分

ぬ

(父 ・母より 〉

来月号は7月生まれの満 1 歳児を募集

します。 6月 5 日までに役揚総務課広

報係まで写真とコメン 卜をお寄せくだ

さい。

広報かわうち



--

一
口
活
動
内
容

患
者
さ
ん
の
受
付
の
手
伝
い
、

病
院
の
案
内
、
移
動
の
介
助
、

食
事
や
入
浴
介
助
の
補
助
、
話

し
相
手
な
ど

口
活
動
場
所

愛
媛
大
学
医
学
部

附

属
病
院

口
活
動
日
時

月
曜
日
1

金
曜
日
(
祝
祭
日
を

除
く
)
午
前
9

時
1

午
後
3

時

の
う
ち
希
望
の
日
時

口
資
格

特
に
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
が
行
え
る
健
康

な
方

口
申
込
・

問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
大
学
医
学
部
総
務
課
企
画

調
査
係
(

宮
9
6
0

・

5
1
2

5
)
ま
で

愛
大
医
学
部
附
属
病
院

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

農
業
講
座
受
講
生
募
集

口
講
座
内
容

・
施
設
野
菜
実
践
コ
l

ス

.

有
機
家
庭
園
芸
コ
ー

ス

両
コ
l

ス
と
も
7

月
か
ら

月
1

回
・

年
7

回
実
施

口
募
集
人
数

各
コ
l

ス
叩
名
程
度

(
先着
順
で
、
定

員
に
な
り
次

第
し
め
き
り
と
な
り
ま
す

。

)

口
申
込
方
法

電
話
も
し
く
は

ハ
ガ
キ
等
で
、

6

月
末
日
ま
で
に
次
の
申
込
先

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、

応
募
の
際
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
希
望
コ
ー
ス
を
お
知

アジj

ら
せ
く
だ
さ
い
。

口
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

松
山
中
央
地
域
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー

(宮
9
3
1

・
5
9
9
0
)

一
口
対
象

幼
児

(
1歳
1
6

歳
ま
で
)

口
内
容

歯
科
検
診
、
歯
み
が
き
指
導
、

む
し
歯
予
防
フ
ッ
ソ
塗
布
、
健

康
相
談
、
栄
養
相
談

口
実
施
日

毎
月
第
3

水
曜
日

日
時
1

日
時
(
予
約
制
)

ピ
力
イ
チ
歯
の

健
康
相
談

口
実
施
場
所

愛
媛
県
松

山
中
央
保
健
所

口
ス
タ
ッ
フ

歯
科
医
師
、
歯
科
衛
生
士
、
保

健
婦
、
栄
養
士

口
申
し
込
み
先

愛
媛
県
松
山
中
央
保
健
所
健
康

増
進
課
母
子
老
成
人
保
健
係

(宮
9
4
1

・

1
1
1
1

内
線

2
6
2
)
 

一
口
対
象

陣
害
の
あ
る
乳
幼
児
の
保
護
者

口
相
談
日

6

月
辺
日
附

・
6

月
幻
日
倒

口
相
談
会
場

松
山
市
持
田
町
3

丁
目
8

番
目

号
愛
媛
県

総
合
社
会
福
祉
会

館
(
宮
9
2
1

・

5
0
7
0
)

口
申
込
手
続

①
保
護
者
が
川
内
町
教
育
委

員

会
に
申
し
込
む
。

②
川
内
町
教
育
委
員
会
が
教
育

事
務
所
に
申
請
す
る
。

③
教
育
事
務
所
が
相
談
計
画
を

立
案
し

、
相
談
希
望
者
に
日

時
、
場
所
を
通
知
す
る

。

巡
回
就
学
相
談

口
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

川
内
町
教
育
委
員
会
(

宮
9
6

6

・

4
7
2
1
)

ま
で

広報かわうち

口 圃圃圃園田

日
人
権
相
談
所

+
立
リ

6

月
7

日
附

午
前
四
i
u
時

口
場
所

川
内
町
中
央
公
民
館

口
相
談
内
容

差
別
、
家
庭
内
の
問
題
、
近
隣

と
の
紛
争
、
借
地
・
借
家
、
児

童
・

生
徒
の
い
じ
め
、
体
罰
、

交
通
事
故
な
ど

口
相
談
担
当
者

法
務
局
職
員
、
人
権
擁
護
委
員

-
い
じ
め
・
な
や
み
等
の

園
町
J
A
-
-

ヨ
同
口
一
氏

圃

去
す
=
F
木
1
=
=ロ

口
日
時

毎
週
月
・
火
・
水

・

金
曜
日

午
前
8

時
却
分
1

午
後
5

時

ぬ



口
場
所

中
央
公
民
館
2

階

教
育
相
談
室

口
内
容

い
じ
め
・
不
登
校

・

学
業
不
振

等
教
育
上
の
悩
み
に
つ
い
て
、

本
人
ま
た
は
保
護
者

・

関
係
者

か
ら
の
相
談

口
相
談
員

教
職
経
験
豊
か
な
男
女
の
教
育

畑
刊誌
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す。

(
無

料
・
秘
密
厳

守
)

口
電
話
相
談

宮
9
6
6

・
6
1
5
0

水
道
週
間

6

月
1

日
か
ら
6

月
7

日
ま
で

は
、
水
道
週
間
で
す
。

水
道
は
、
私
た
ち
の
健
康
で
文

化
的
な

生
活
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
社

会
経
済
活
動
を
支
え
る
大
切
な
施

設
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
水
道
は
、
安
全
で

き
れ
い
な
水
を
安
定
的
に
供
給
で

き
る
水
道
施
設
の
整
備
を
進
め
、

渇
水
や
増
加
す
る
水
需
要
に
備
え

る
た
め
、
水
源
開
発
や
確
保
等
を

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す

。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
水

道
に
つ
い
て
更
に
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
の
水
道

事

業
の
充
実
の
た
め
水
道
週
間
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
水
道
の
大
切
さ
を

考
え
て
い
た
だ
き
、
水
道事
業
へ
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

。

電
波
利
用
保
護
旬
間

6

月
1

日
か
ら
6

月

四
日
ま
で

は
、
電
波
利
用
保
護
旬
間
で
す

。

正
し
い
電
波
利
用
が
情
報
社
会

を
支
え
ま
す

。

や 圃圃圃圃圃

「み
植な
えさ
てん
はの
い周
けり
なに
い「
け大
し 麻

植
え
て
は
い
け
な
い
「け

し
」を
ご
ぞ
ん
じ
で
す
か は

あ
り
ま
せ
ん
か

。

こ
れ
ら
は
、

法
律
に
よ
っ
て
許
可
な
く
み
だ
り

に
植
え
る
こ
と
が

禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

栽
培
し
て
「
よ
い
け
し

」
と

「
い

け
な
い
け
し
」
の
見
分
け
方
を
紹

介
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
お
近

く
の
け
し
の
花
に
注

意
し
て
み
て

く
だ
さ
い

。

植えてはいけないけし 植えてよいけし

見た目に、たけだけしい感じ 全体に弱々しい感じ

4i丈は、比il創刊J高い。 草丈は、比較的低い。

(1 ~1. 5m) (40~lOOcm) 

w;や茎の表而には、ほとんど毛 葉や茎の表而に粧iい毛が生えて

がなく、，:;:， 緑色である。 いる 。

葉は、太い茎を半ば抱く ような ~は、あざやかな緑色をしてい

J'~でついている。 る。

花の色や花びらの数では区別できません。

口
問
い
合
わ
せ
先

松
山
市
中
央
保
健
所
保
健
企
画

課
医
療
係
(
宮
9
4
1

・
1
1
1
1
)

ロ ー・・・・
日

松
山
矯
正
展
(
刑
務
所

年
末
製
品
展
示
即
害
等
)

時

7

月
1

日
住

・

2

日

旧

F

首
9

寺
川
川
庁
1

F
変
3

寺

」
阿
口
{
‘

n
n
H
て

に

正
，
ノ

/
-

f
1

，
、
円
日

口
場
所

松
山
刑
務
所
(
重
信
町
大
字
見

奈
良
1
2
4
3

の
2
)

宮
9
6
4

・

3
3
5
5

.6月ごみの収集目・
清掃センター 966-4989 

収集曜日 収 集 地 域 収集変更日又は収集休止日

月・木
東谷西谷・土谷・滑川

奥松瀬川 ー 天神
毎

火・金
北方東 ・ 北方西・ 南方東

変更なし
南方西

週

7]< .土
町西町東(天神を除く)

山田 ・横灘団地・前松瀬川

電話
1 もえるとみ

口
内
容

パ
ネ
ル
・
ビ

デ
オ
等
に
よ
る
矯

正
施
設
(
刑
務
所

・
少
年
院
等
)

の
紹
介
及
び
受
刑
者

、

被
収
容

少
年
の
書

・

絵
画
等
の
文
芸
作

品
の
展
示
等
、
各
種
タ
ン
ス

・

食
器
棚

・

書
棚
・
整
理
箱
等
の

木
工
家
具
、
縁
台
、
紳
士
靴

・

婦
人
靴
等
の
革
製
品
、
バ

ー
ベ

キ
ュ
ー
コ

ン
ロ
等
の
金
属
製
品
、

漆
器
類
、
味
噌
、
醤
油
そ
の

他

日

用
品
・
装
飾
品
等
小
物
類
の

展
示
即
売
な
ど
。

2 もえないごみ・有資源回収

収集地域
ベッ トボトル

ガラス空蛍光ピ灯ン類類 空乾 電き 缶池 類類もトやさレないイも類の テレビ
有資源回収

東谷 ・ 西谷・土谷・ ;骨川
6 / 5 伺) 6 / 12侶) 6 / 19(月) 6 /26伺)

奥松瀬川・天神

北方東・北方西
6 / 6 (火) 6 / 1 3(火) 6/20(:)(1 6 12 7(火)

南方策ー南方西

町西ー町東(天神を除く )
山田・横灘団地 6 /7 (ホ) 6 / 1 4(ホ) 6 / 2 1(水) 6128(7]<1 
前松瀬川

広報かわうち

ぬ



-健康センター 8966-2191 

0子育て教室

日 時 6 月 20 日伏) 午前 9 時30分~12時

場所 健康センタ ー 2 階

対象 平成10年 1 月 ~3 月生まれの幼児とその保護者
(2 歳 3 ヵ月 ~5 ヵ月児)

内 容 1 )講話「それでいいよだいじよぶ

~子育てを応援します~J

講師愛媛大学助教授吉松靖文

2) 集団遊び 3) 手作りおやつ試食会

4) 個別育児相談

持参晶 母子健康手帳、アンケート (事前に送付します)

O乳幼児相談

日時 毎週水|曜日 受付 午前 9 時~12U寺

場所 健康センタ ー 1 階

持参晶 母子健康手帳 内容 身体計測、育児相談

E歪毘gJ
0いきいき健康講座

「慢性関節リウマチについて」

日 時 6 月 15 日休)午後 1 時30分~3U寺

場所 健康センタ ー 2 階

講師 松山赤卜字病院リウマチセンター

仲田 三平先生

E歪霊盟
o í健康相談・栄養相談J

血圧測定、尿検査を行っています。健康に関することは

お気軽にご相談下さい。

日時 毎週水曜日午前 9 時~12時

場所 健康センタ - 1 階運動指導室

E盃酉ヨ
日 時 対象児 と 注意事 項

3 ヵ月 ~7 歳 6 ヵ月の者。

日本脳炎 6 月 6 日凶
*標準的には、 3 放で 2 巨l 、 4
歳で 1 @]の合計 3 [il[ を受ける
必要があります。

3 ヵ月 ~4歳の者。

反 6 月 14 日休) * 2 EI 後、ツベルタリン反応判
ツ

定をします。
*入浴は控えてください。

3 ヵ月 ~4 歳の者。

6 月 16 日(金j
ヰツベルタリン反応判定を行い、B C G 

|急性の者のみBCGを桜積し
ます。

受付 午後 2 時~3 時

場所 健康センタ ー 2 階

持参晶 母子健康手帳 ・ 予防接種手111& . 体温計

ぬ

0こころの健康相談

精神的に不安定だったり、お年寄りの痴呆等の相談

をお受けしています。

日時 6 月 23 日(合)

午前 10時~12時

場所 健康センタ 一及び家庭訪問

(注)予約制ですので、事前に保健婦までご連絡下さい。

Ilm週
実施 日 検診内容 受付時間 場 所

6 月 l 日附 i:l- 大)[易 午前 711寺30分~911寺 ìiif之内公民館

午iîíî 7 II~f30分~911寺
『ーーーーー ー ーー ーーー ー ー ー ー ー ー ーーー一一一一一一一ーー

6 月 2 日倒 大)[易 .mí立)[泉
午前 7 II~f30分~1011寺

[ll!b!iセンタ ー

子宮 ・ 乳・甲状腺

IJ 午ÍJÍÍ 7 11寺30分~9"寺
一一『ーーーーー--ーーー -- -ー -ー一一一一一一一一一ーー

6 月 9 日倒 大)[易
午前 711寺30分~10時

健康セン安 一

子宮 ・ 乳 . E[3状腺

H 午前 711寺30分~9 1 K'i
ーーーーーーー ーーー ー一一 一一一一一一一一ーーーーーーーーー

6 月 13 日(:k) 大 11島 ・前立腺
午前 7 II~i30分~10ll~J'

健康センタ ー

子宮 ・ 乳 ・ 甲状腺

。検診料金

胃がん検診 800円 子宮がん検診 600円

大腸がん検診 500円 乳がん検診 300円

前立腺がん検診 300円 甲状腺がん検診 300円

*誕生日がん検診のご案内の方は、検診料金は無料で

す。

。その他

6 月 9 日は、前立腺がん検診はありません。

E~m~週E報局司同~r.t-~

日 時 毎迎月 |眼目午前 8 附 30分~10同

場所 健康センター

持参晶 印鑑、 登録をしている犬は鑑札

予防注射済票

田i:l!.世間週 (診療時間 :午前 8 時30分~午後 5 時30分)

日 当 番 医 住 所 電話

4 日 ( 日 曜 日 ) 宮内病院 松山f[f北仰木11町 975-0091 

11 日 ( 日 曜 日 ) 西村 内 科 重信1111 芯砂川 964-2461 

1 8 日 ( 日 曜 日 ) 国立療養所
重信1111 横河原 964-2411 愛媛病院

25 日 ( 日 曜 日 ) 八木耳鼻咽喉科
重信 IIIT L[ム 訴I[ 964-5400 -皮膚科

広報かわうち



健康センターか5

歯の衛生週間
6月 4----- 10日

町の動き ('5 月 1 日現在)

( +81 人)
(+44人)

( +37人)

( +35戸)

11 ， 206人

5 ， 294人

5 ， 912人

3 ， 830戸数

男
女
帯

人
世

口

略称敬分
一
れ

宮
山
酬
が

の
刊
に

韮
固
(
ド
ト

南
町日生誕お会

E司閉J官品Cf詰老酒

住 所 保 護 者 名前 生年月日

坂 金浦ザ(r. 1I背 月と丹も 哉や 3.24 

惣田谷下 青木春夫 そ刀CE5ミP ノ1と:Jg~く 4.7 

三 粁 E童 佐伯隆雄 み弥や 美び 4.11 

原 沖 宮崎敏彦 あ碧お 斗と 4.19 

6 月 22 日(木)

午前 9 時'"10時

健康センタ ー 1 階

平成11年 4 ・ 5 月、平成11年11 ・ 12月生まれの乳幼児

(生後 6 ・ 7 ヵ月、 1 歳 1 ・ 2 ヵ月児)

身体計測、発達チェック、保健指導、栄養指導

母子健康手帳、アンケー ト(事前に送付ーします)

持参品

0育児相談

日時

受付

場所

対象

0 3 歳児健康診査

日時 6 月 27 日(火)

受付 午後 1 時"'2 時

場所 健康センタ ー 2 階

対象 平成 8 年10月'"12月生まれの幼児

内容 身体計測、小児科診察、歯科診察

保健指導(歯科 ・ 栄養)

母子健康手帳、アンケート (事前に送付今します)

実ごめい福をお祈りいたします

住 所 氏 名 年齢 死亡月日 世帯主

E京 れl' 二神貞雄 80 4.9 二神勝三

河之内音庇l 近藤シゲ子 87 4.12 近藤シゲ子

ガリラヤ荘 手口 1]3タケミ 83 4.21 和田タケミ

イ呆 免 vJt音F イシ 96 4.21 渡部利H自

ガリラヤ荘 赤松伊三郎 89 4.21 赤松伊三郎

森 高須賀健市 74 4 _ 22 高須賀他市

横i難団地 1 由自岡 リム 62 4.26 櫛|珂

内容

持参晶
平成12年 5 月 10日現在交通事故の発生状況

6 月 22 日休)

午後 1 時'"2 U寺
健康センタ ー 1 階

平成11年 7 ・ 8 月、平成12年 2 ・ 3 月生まれの乳児

(生後 3 ・ 4 ヵ月児、 10 ・ 11 ヵ月児)

身体計測、発達チェック、 小児科診察、保健指導、

栄養指導

母子健康手|帳、

0育児学級

日時

受付

場所

対象

昨年比

+ 62 
1 

+ 90 
〈松山南警察箸管内)

衛署管内死亡事故等重大事故多発
高齢者に対する、思いや り の心 を
運転中は緊張感の継続を

年

511 
7 

627 

本

アンケート (事前に送付します)

「
ゼイ
ゼ
イ
ハ
l

ハ
l

。
」
法
師
山
へ

の
山
行
は
、
稜
線
手

前
の
急
勾
配
に

、

口

か
ら
心
臓
が
飛
び
出

る
思
い
を
し
た
。

し

か
し

、
稜
線
に
出
る
と
笹
原
、

プ
ナ
林
の
中
を
歩
く
爽
快
な

山
歩
き

に
変
わ
り
、
今
の
時
期
は
特
に
ツ
ツ

ジ
の
花
が
す
ば
ら

し

い
と
い
う
。

一1

二
週
間
経
っ
て
ツ

ツ
ジ
の
花
の
時
期
に
、
も
う

一
度
登

る
と
い
い
よ
」
と
い
わ

れ
た
が
、
急

勾
配
の
登
り
が
頭
を
か
す
め
、
。
」

「
あ
と
、

聖子τ九

百

持参品

内

ぬ

表紙の写真
5月 5 日こどもの日に行われた“ためともまつり"

でのーコマ。さかな取りに興じる子どもたちの歓声
が谷あいに響いていました。

広報かわうち
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・石墨山 f 
稜線に出て“法師山" の反対方向 ー
に行くと、石墨山に至る 。 「石墨 ・
山」 のいわれは、石墨を採掘され :
ていたことかうきたようです。 .
眺望よし。 ・• 

-交通
国道 11 号線から国道484号へ

入り、唐岬ノ滝入口まで車で行く
ことができる。
ここで駐車し、 山に入る。

登山口

I (30分)
割石峠・・・東温高校の山小屋

I ~国一。
(40分)

稜線- 見晴らしのよい笹原。

I (20分)
法師山

a
a
E
師
む

東
谷
に
入
る
と
、

真
っ
先
に
目
に
飛
び
込
ん
で
く

る

三
角
の

山
が
あ
る
。

地
元
の
人
は

H

法
師
山

か
と
呼
ん
で

い
る
乙

の
山

を
H

石
墨
山
μ
と

思
い
込
ん
で
い
る

人
は
多
い
。

総
勢
七
人
の

探
検
隊
は
、
こ
の

H

法
師
山
H
を
目
指
し

た
。

探
検
隊
は
、

唐
川
ノ
滝
入
口
の
広
場
に
車
を
停
め

、

「石
墨

山
登
山

口
」
の
案
内
標
識
が
あ
る
所
か
ら

山
へ
入
る
。

東
温
高

校
の
学
校
林
の
中
を
進
む
と
、

「石
望
山
荘
」
が
あ
る

、

な
だ

ら
か
な
所
に
出
る
。

そ
こ
を
標
識
に
従
い
右
に

折
れ
、
植
林
と

雑
木
の
境
目
を
進
む
が

、

稜
線
手
前
の

急
勾
配
で
は
、

足
取
り

も
重
く
な
っ
た

。

や
っ

と
の
思
い
で
稜
線
に

出
る
と

、

笹
原
が
広
が
り
、

法
師

山
が
や
や
下
に
見
え
た

。

石
墨
山

へ
の
登
山
ル
l

ト
は
し

っ

か

り

し

て
い
る
が
、
法

師
山

へ
は
あ
ま

り
人
が
行
か
な
い
た

め
、

H

や
ぶ
こ
ぎ

H
を

余
儀
な
く
さ
れ
た

。

法
師
山
の
山
頂
に
は
、
雑
木
が
生
い
茂
り
、
そ
の

中

央
部
分

に
は
、

耐
を
ま
つ

っ

て
い
た

跡
が
残
っ
て
い
た

。


